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   The catheter for expressed prostatic  secretions (EPS) collection was newly developed for the 
purpose of protecting EPS from the contamination of the urethral bacteria. This catheter is blind-
ended, and has several lateral windows and a balloon between the end and the windows. The pro-
cedure of EPS collection using this catheter is as follows; first the catheter is inserted into the 
urethra, then a balloon is blown up. The catheter is extracted during massage of the prostate and 
finally EPS is aspirated through the internal lumen of the catheter. 
  In 23 male patients who had neither urinary tract infection nor genital infection, this catheter 
method was carried out. Before insering the catheter, the urethral swab was obtained, then culture 
of the swab and the EPS was done. The catheter method protected against contamination with 
bacteria in 56%, with Ureaplasma urealyticum in 40%, and all contaminations in 44% of all cases.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1271-1274, 1991)
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緒 言
慢性前立腺炎,と くに慢性細菌性前立腺炎の診断に








対 象 と 方 法
EPS採 取 に は試 作 カ テ ー テル を 用 い た.こ の カ テ
ー テ ルはFig・1に 示 す 設 計 図 の よ うに通 常 のFoley
カ テ ー テル を基 本 に作 成 した.カ テ ーテ ル の 先 端 は 盲
端 と し,balloonの遠 位 に 側 孔 を3ヵ 所 設 け,EPS
取 り込 む よ うに した.EPSは 内腔 を 通 りカテ ー テ ル
に 接続 した シ リ ンジに よ り採 取 され る こ とに な る.カ
テ ー テル の全 長 は,通 常 のFoleyカ テ ー テ ル よ り20
cm短 く した.ま た,カ テ ーテ ル の遠 位 端 は ル ア ーチ
ップ と し,12F,14F,16Fの3種 類 を試 作 した.
この 試 作 カ テ ー テ ル を用 い たEPS採 取 法 は,ま ず,
清 潔 操 作 下 に 潤 滑 油 を用 い ず に カテ ーテ ルを 尿 道 に 挿
入 し,そ の 後balloonを蒸 留水5mlで 膨 ら ませ 軽
く牽 引 しカテ ーテ ル を保 持 す る.そ の ま ま前 立 腺 マ ッ
サ ー ジを 施 行 し,牽 引 を緩 め る こ とな くル ア ー チ ップ
とな った 遠 位 端 に シ リンジを 接続 し,シ リンジ で 吸引
しEPSを 採 取 す る もの で あ る.
そ こで,尿 路 感 染症,性 器 感 染 症 を 認 め な い男 子 泌
尿 器 科 患 者23症例(17～87歳)を 対 象 に,前 立 腺 カ テ
ー テ ル法 に て 採 取 したEPSの 尿 道 常 在菌 に よ る汚 染
の有 無 を 検 討 した,カ テ ー テル 挿 入 前 に採 取 した 尿 道















ル ア ーチ ップ
(14Fr)
Fig.1.Thestructureofthecatheter
て カ テ ー テル 抜去 後 に カ テ ー テル外 周 よ り採 取 し た
pericatheteralswabにつ いて,一 般 細 菌,Chlamydia
trachomatis(以下CT),Urcaplasmaurealyticum
(以下UU)の 存 在 の 有 無 を 培 養 に よって 検 討 した.
な お,CTとUUに つ い て は,検 体 をtransport培
地 に採 取 し,CTは 細 胞 培 養 法 を用 い,ま たUUは

























った.さ らにUUは,16例 ではいずれの検体 よりも
検定されず,尿 道常在菌による汚染に関する評価は不
能であ り,尿道swabよ りUUが 分離 された5例の
うち2例 においてEPSか らは検出されなかった.結






























































































からのみ細菌を検出 した.ま た,UUに ついて同様に
尿道swabより検出した5症 例について検討すると,
3症例(症 例1～3)で はEPS,尿 道swabのいず

























めには,マ 曽サージにて後部尿道に分泌 され たEPS
をカテーテル内腔へ可及的速やかに取 り入れる必要が

























































































本論文の要旨は前立腺炎 シンポジ ウム(1989年東京)に て□
演発 表 した。 また本 研究は文部省一般研究(C)NnO1570885
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